
第
十
七
世
常
称
寺
御
住
職
入
寂

し
め
や
か
に
荼
毘
式
営
ま
れ
る

常
称
寺
第
十
七
世
住
職
永

森
文
雄

言
名
仁
愛
院
繹
文
夫

じ
ん
あ
い
い
ん
じ
や
く
ぶ
ん
ゆ
う
）
建
無
が

， 、

平
成
二
十
五
年
十
月
七
日
午

後
八
時
二
十
八
分
入
寂
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
数
え
年
八
十

八
歳
で
し
た
。

十
月
十
日
七
時
よ
り
通
夜
、
十

一

毘
式
が
、
市
井
光
照
寺
住
職
様
を

導
師
と
し
て
、
若
神
組
内
各
寺
の

住
職
方
は
じ
め
多
数
の
僧
侶
様
や

門
信
徒
が
参
集
し
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
夫
様
は
大
正
十
五
年
九
月
二

日
、
十
六
世
文
秀
様
の
長
男
と
し

て
お
生
ま
れ
に
な
り
、
旧
制
富
山

高
校
、
金
沢
大
学
医
学
部
を
終
え

ら
れ
た
あ
と
、
砺
波
総
合
病
院

な

神

の

つヽ

ノζ

日
十

一
時
よ
り
荼

疼
　
春
月
子

夕
幕
流
む
日
の
象
″
た
ｔ
か
ネ

の
鷲
装

ホ
の
華
髪
　
晩
級
か
ら
初ヽ
冬
の
碩
，
ネ
の
漱
が
漱
る
よ
う
に
，

常
よ
り
多
く
脱
け
参
ち
る
頭
髪
モ
い
う
な
語

な
ど
に
お
い
て
精
神
科
医
師
と
し
て
長
ら
く
医
療
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
常
称
寺
の
住
職
と
し
て

も
、
永
年
に
わ
た
り
布
教
と
自
坊
の
維
持
興
隆
に
尽
く

さ
れ
て
立
派
に
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
御
遺
徳
を
偲
び
衷
心
よ
り
哀
悼
の
誠
を
捧
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

頼
成
勢
今
年
は
四位
奪こ
と
五位
套奪
に

第
二
十
九
回
地
区
民
運
動

会
が
好
天
に
恵
ま
れ
た
十
月

六
日
、
庄
東
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
頼
成
は
、
紫
団
が
最

初
の
種
目

「孫
と

一
杯
」
で

二
位
と
好
ス
タ
ー
ト
を
切

り
，
午
後
の
初
期
消
火
な
ど

光
寿
会
会
員
の
出
場
種
日
で

も
か
な
り
の
好
成
績
を
挙
げ

ま
し
た
が
、
綱
引
き
や
混
合

リ
レ
ー
な
ど
得
点
の
高
い
種

日
で
今
ひ
と
つ
成
績
が
伸
び

な
や
み
、
総
合
で
青
団
が
四

位
、
紫
団
が
五
位
に
終
わ
り

ま
し
た
。
来
年
は
若
い
人
達

に
も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

優
勝
は
赤
団
（安
川
）
で
、
昨

年
優
勝
の
黄
団
會
一合
新
）
は

最
下
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

二
位
自
団
（福
山
）
、
三
位
緑

団
⌒徳
万
）
、
六
位
え
ん
じ
団

（安
川
）
。

秋
晴
れ
の下　
第
二十
九
回
地
区
民
運
動
会
開
く

光
寿
禽
よ
り
書
作
二
点
出
晨

砺
波
市
老
人
ク
ラ
ブ
趣
味
の
作
品
展

第
九
回
砺
波
市
老
人

ク
ラ
ブ
趣
味
の
作
品
展

が
十
月
二
、
四
の
両

日
、
文
化
会
館
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

当
会
か
ら
開
田
勇
さ
ん

の
書
と
武
部
琉
子
さ
ん

の
工
芸
な
ど
二
点
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

開
田
さ
ん
の
作
品
は
中
国
の
詩
人
杜
甫
の
漢
詩

「春

夜
喜
雨
」
を
象
書
体
で
書
き
下
ろ
し
た
掛
け
軸
。

武
部
琉
子
さ
ん
の
作
品
は
カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
（厚
紙
で
組

み
立
て
た
箱
な
ど
に
紙
や
布
を
貼

り
付
け
て
仕
上
げ
る
フ
ラ
ン
ス
の

伝
統
的
な
重
言品
）
で
、
い
ず

れ
も
す
ば
ら
し
い
作
品
で

し
た
。
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響
好
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胴
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昴

人
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甲
曖
沼

瀞

編

楓
替

颯
錦
自

贅

ζ

札ｉ

ｌ

好
雨
知
時
節
当
春
乃
発
生
随

風
潜
入
夜
潤
物
細
無
声
野
径

雲
倶
黒
江
船
火
獨
明
暁
看
紅

湿
庭
花
重
錦
管
城

■ ‐韓臓光寿絵 ‐
瑠ヒわ■二,自籠璽警

日程

第一日

13時 30分 常称寺前→

中頼成→太子堂前→ J

A庄東支店前→高速道

路→ 松井秀喜ミュー

ジアム→16時 山代温

泉宝生亭泊

第二日

9時40分出発→森光子

記念館→お菓子城加賀

藩→昼食 (宝生亭)→近

江町市場→16時 頼成

帰着

会
い
に

行
こ
う


